
被災地・被災者支援

日本赤十字社 災害医療統括監
丸山 嘉一

資料２－７

令和６年能登半島地震を踏まえた災害対応検討ワーキンググループ（第３回）
令和６年８月７日（水）



発表内容
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1. 内閣府調査チーム
１）保健医療福祉調整本部と災害対策本部
２）情報ツール
３）人材・訓練・研修
４）その他

2. 日本赤十字社
 １）日赤の災害救護活動
 ２）人材・研修
 ３）救護物資



1-1） 保健医療福祉調整本部
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保健医療福祉調整本部

区市町村
保健医療福祉調整本部

都道府県
保健医療福祉調整本部

三階層

二次医療圏
保健医療福祉調整本部

熊本地震の経験から、
被災都道府県に
保健医療調整本部を設置。
(2022年～
保険医療福祉調整本

部)
保健所と連携し、
①保健医療活動チームに

対する指揮、連絡及び
派遣調整

②保健医療活動チーム
との情報共有

③集約した保健医療活動
に係る情報の整理及び
分析

を一元的に実施し、
保健医療活動を総合調整
する体制を整備する。
2017年7月5日
厚労省 通知



1-1）令和6年能登時半島地震 石川県庁
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1-1） 課題
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← 災害対策本部内に
保健医療福祉調整本部構成員が不在

＝保健医療福祉調整本部の意向が伝わらない

行政（事務職） 行政（保健） 災害医療Co

都道府県 〇 〇 〇
二次医療圏 ± 〇 ±

市町村 〇 〇 ±

【保健医療福祉調整本部 構成】 ※執行権限があるのは行政官

災害対策本部

保健医療福祉調整本部

政府現地災対



1-1）今後の取組ポイント1
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【保健医療福祉調整本部】

1) スイッチを入れる、切る 枠組みを作るのは「行政職員」
  「いつ、だれが」を平時から明確にしておく

2) 場所
  設置場所 多くの支援者が集合できるスペース

3) 構成員
  行政職員（医療、保健、福祉、防災・危機管理等）が必須
    災害対策本部とつながり、決定権限を有する職員を含める
  支援組織・団体   
  ボランティア組織
  → 外部支援者の登録・可視化ツールが必要

4) 情報ツール 共有のために標準化＆デジタル化
普段使い
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行政の「役割」確認 

1-1）今後の取組ポイント2

国
標準化を進める

例）情報ツール、データ集計の標準化

都道府県
避難所・避難生活を自分事と考える

例）情報ツール 各市町村情報の集約

市町村
リソース確認、地域レジリエンスの向上

例）情報ツール等の普段使い、訓練



1-2）情報ツール
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情報を制するものが災害を制す

関係機関間の連絡（通信）調整体制の確立
被災情報の迅速な収集
継続的な避難所情報の収集

有能な本部機能
ブレーン
ロジスティック
権限

コーディネート

分析

的確な対応



1-2）情報ツール 避難所評価と災害診療記録2018
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【疾病集計】
どこでどんな患者を何人、診療したか。

避難所アセスメントとJ-SPEEDの違い
避難所アセスメント

全国保険市長会様式
避難所ラピッドアセスメントシート

J-SPEED
災害時診療概況報告システム

目的 避難所の状況把握 疾病集計（医療チーム診療実績）

実施主体 市町村（保健師） 災害医療チーム（医師）

評価対象 避難所（場・集団） 患者（個人）

情報源 現場巡視 災害診療記録（カルテ）

利用の場 避難所のみ 救護所等（診察実施場所全て）

視点 保健
（健常者を含む）

医療
（診察された傷病者）

避難所アセスメント : 「避難所の状況は？」
 J-PEED : 「災害医療チームの診療活動概況は？」

役割が異なり、両輪として運用されることが重要
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表紙

裏表紙
（A3二つ折り→A4サイズ）
災害診療記録2018

1-2）情報ツール 災害診療記録2018

J-SPEED



1-2）情報ツール 災害診療記録2018
令和6年能登半島地震 【 医療情報＋支援者支援 】

10



1-2）情報ツール 避難所評価
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E17兼六小学校 172石川稼働237330 2024-01-12 1
E17兼六小学校 172石川稼働237107 2024-01-11 1
E17兼六小学校 172石川稼働236デモ 加來DIC090? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 2024-01-05 1
E17花園小学校 172石川稼働236南大石川０7村瀬岐阜０9A 11 11 0 11 8 0 6 0 0 B B C A A B A A D A D D B A A C A A ? A A D D A D D A A D D 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 アット 　　2024-01-05 1
E17田上公民館 172石川稼働

E17興徳寺 172石川稼働236興徳寺090近藤済生080D モ 12 4 8 0 B A C D B B D A D A D D D D D D A A A ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2024-01-05 1
E17崎山地区コミュニ172石川稼働239崎 石川  090島崎　大分 　070A コ 28 28 0 10 28 0 0 0 0 B B B A A A ? A D A D A A A A B A A A A A D D A D D D A A D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 夜に戻2024-01-18 1
E17崎山地区コミュニ172石川稼働238崎 石川  090島崎　大分 　070A コ 10 5 5 10 0 10 26 0 0 0 0 A A A A A A ? A D A D A A A A A A A A A A A D D A D D D A A D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 夜に戻2024-01-15 1
E17崎山地区コミュニ172石川稼働237崎 石川  090島崎　大分 　070A コ 10 5 5 10 0 10 26 0 0 0 0 A A A A A A ? A D A D A A A A A A A A A A D D A D D D A D D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 夜に戻2024-01-13 1
E17崎山地区コミュニ172石川稼働237崎 石川  090甲斐広島赤A コ 10 5 5 10 0 10 26 0 0 0 0 A A A A A A ? A D A D A A A A A A A A A A A D D A D D D A D D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 夜に戻2024-01-13 1
E17崎山地区コミュニ172石川稼働236305 木下 伊勢赤A コハ  33 33 0 33 35 1 0 0 A A A A B A A D A D D A A A B A A A A A A D A D A A D D 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 断水継2024-01-06 1
E17崎山地区コミュニ172石川稼働235905 池田日赤CoT 20 2024-01-02 1
E17崎山地区コミュニ172石川稼働235906 池田日赤CoT 13 2024-01-02 1
E17徳田地区コミュニ172石川稼働239384 岡山090A 21 6 21 0 B A A A A B ? ? ? A D A B B A A B A A A A A ? A A A ? ? A A D 0 2024-01-20 1
E17徳田地区コミュニ172石川稼働239徳田地区宗崎高知県D 21 6 21 0 A A A D C ? A A ? ? D A B B A B B A A A A A ? A A A ? ? A A A 0 0 日赤岡2024-01-20 1
E17徳田地区コミュニ172石川稼働238徳 七尾076宗崎高知070A 24 4 24 0 A A A A ? A A A ? A D A A A A A A A A ? A D ? A D ? ? A A D 0 0 1 0 0 2024-01-17 2
E17徳田地区コミュニ172石川稼働237徳 七尾076島田高知070A 25 4 25 0 A A A A ? A A A ? A D A A A A A A A A A ? A D ? A D ? ? A D A 3 0 1 0 0 1/14 1名  2024-01-14 1
E17徳田地区コミュニ172石川稼働237626 源入 野 0々80A 24 24 24 A A A A A A D A A A A A 3 1 不眠1名2024-01-13 1
E17徳田地区コミュニ172石川稼働237377 花里長野080A 武本25 7 18 25 0 10 25 0 1 2 0 A A A A A B D A D A D A A A A A A A A ? A A D D A A D A A A A 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2024-01-12 1
E17徳田地区コミュニ172石川稼働236徳 石川076小浦能登076A 武 　13 13 10 13 0 0 0 A A A A A A A A ? A D D A A A A A A A A A D D A D D A A A D 2024-01-07 1
E17徳田地区コミュニ172石川稼働236徳 七尾090高橋岐阜090? 11 0 11 11 11 3 3 B B B A A ? D A D D D D A A A B A A A A A D A A A D D A A A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 水道が2024-01-05 1
E17徳田地区コミュニ172石川稼働235徳 七尾市高納能登076? 春木12 0 12 12 0 2 0 0 A B A A A B A A ? ? D D A A A D A A ? ? ? D D A D D D A D D 体調不2024-01-04 1
E17徳田地区コミュニ172石川稼働235徳 七尾市高納能登076? 春木12 0 12 12 0 2 0 0 A A A A A A A A D D D D A A A A A A ? ? ? D D A D D D A D D 体調不2024-01-04 1
E17徳田地区コミュニ172石川稼働235徳 七尾市高納能登076? 春木12 0 12 12 0 2 0 0 A A A A A A A A ? ? D D A A A ? A A ? ? ? D D A D D D A D D 体調不2024-01-04 1
E17田鶴浜体育館 172石川稼働239田鶴七尾076宮崎愛知080A 長 　11351 62 1200 75 1130 1 0 A A A A A A A A D A D A A A A A A A A A A A A A A D D A A A A 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2024-01-20 1
E17田鶴浜体育館 172石川稼働239田鶴七尾076宮崎愛知080A 長 　11150 61 1110 60 1110 1 0 A A A A A A A A D A D A A A A A A A A A A A A A A D D A A A A 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 感染症2024-01-19 1
E17田鶴浜体育館 172石川稼働238938 宮崎愛知080A 長 　11151 60 1110 60 1110 1 0 A A A A A A A A D A D A A A A A A A A A A A A A D D A A A A 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2024-01-18 1

（避難所・避難場所 ｘ 日） 情報

北海道DHEAT
人見 嘉哲 先生作成改



1-2）情報ツール 避難所評価
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ラピッドアセスメントシートをアプリ化 D24H

令和6年能登半島地震



1-2）情報ツール 避難所評価
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D24H 報告日 と 避難所「基礎」評価* の 推移

* D24H 「飲料水」 「食事」 「使用可能トイレ」 「電気」 「ガス」 「生活用水」 の平均得点
The lower, the better, { A = 0, B = 1, C = 2, D = 3 }

2024-01-012024-01-31

北海道DHEAT
人見 嘉哲 先生作成

令和6年能登半島地震



1-2）情報ツール 避難所評価
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内閣府
情報
場所、人数

評価者
行政職員
市町村→県→内閣府

県庁（キントーン）
情報
場所、人数
物資

評価者
自衛隊
警察
消防

D24H
情報
場所、人数
保健医療

評価者
保健師
救護班

ツールによって目的、評価者、情報内容(定量/定性)が異なる



1-2）情報ツール 避難所評価 課題

15参考（内閣府：「防災教育・周知啓発ワーキンググループ災害ボランティアチーム提言」より



1-2）情報ツール 避難所評価 課題

16T K B それぞれ担当省庁が異なる

TKB48
48時間以内に

トイレ
キッチン
ベッド

を避難所に。



1-2）情報ツール 避難所評価 今後の取組
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避難所評価ツール
要件： 即時性、経時的評価、定量的（可能ならば）

   デジタル化、標準化、比較検討可能
 課題： 利用者が求める内容は様々

   評価者の属性様々
   バショからヒトへ
被災地へのプッシュ支援

① 使えない段ボールベッドの墓場
  → 統一規格の徹底 国にしかできない

② モノを送れば済むわけではない
  → 被災地ではなく、被災者に届いているか？
  「私事」として考えているか？

③ ラストワンマイル 食事、段ボールベッド等
  → 市役所・町役場には届いたが・・・

ツールの標準化
出力方法の標準化

研修
訓練



情報ツール 支援活動状況確認の課題

災害時行政担当者の心配事として
1) 「いつ・だれが・どこで・何をしているか」がわからない

 →  支援組織の登録・管理システム

2) 被災者支援状況の把握
 →  支援者の安全確保
 要支援者リストの共有 
  例）能美市 タブレットに集約して民生委員が共有
  活動状況の把握
  被災地組織への引継ぎ問題

18



今後の取組 支援組織登録・管理システム

マッピングによる可視化 ＝ 受援・支援が同時に情報共有
 ↓
受援側：｢いつ どこで 誰が 何をしているのか｣がわかる

  支援組織の有効な配置・調整ができる
  支援の過不足を判断できる
  被災地にあるリソースの再確認→平時にはレジリエンス強化
支援側：被災地の支援ニーズを把握できる

  自組織の立ち位置がわかる
 撤収時の引継先がわかる

必要条件
 簡便性  わかりやすい表現、簡単な入力方法
 即時性 電子媒体による管理

 汎用性 受援・支援両者に周知 運用法、コスト
19



情報ツール 支援組織登録アプリ（案）

20

連絡先
メンバー構成

医療従事者
非医療従事者

活動内容
いのち支援
くらし支援
避難場所支援

活動場所
活動期間
自由記載



（参考）心理社会的支援組織登録アプリ

令和3年度厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業（精神障害分野））
「災害派遣精神医療チーム（DPAT）の活動期間及び質の高い活動内容に関する研究」 筑波大学 太刀川班 分担研究丸山班

21



（参考）心理社会的支援組織登録アプリ

クラスター分類 (活動領域)

付箋
(個票)

つなぎマップ
(MHPSS)

22



（参考）心理社会的支援組織登録アプリ

ガントチャート

23



1-3）人材・訓練・研修 成果

24
民間の活用



1-3）人材・訓練・研修 課題
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災害フェーズと保健･医療･福祉、生活･暮らし

超急性期・急性期 亜急性期 慢性期・中長期

発災後（目安） 日～週 週～月 月～年

医療・福祉施設 いのちを救う、守る いのちを守る、健康をつなぐ 健康をつなぐ、育てる

医療関連
課題の例

災
害
医
療

救命（透析、在宅酸素・人工呼吸等)
救急（外傷、圧座症候群等）
医薬品供給
受援体制

感染症対応
慢性疾患（循環・呼吸器疾患等）
深部静脈血栓症／肺塞栓症
服薬中断回避

生活不活発病対策
復旧作業時対策（粉塵対策等）
災害医療撤収調整

上
記
以
外

要配慮者・避難行動要支援者支援
重度精神・神経疾患患者支援
（含：認知症）

保健・衛生
居住・生活環境対策
サイコロジカルファーストエイド

保健・衛生
慢性疾患治療体制（再構築）
復興期のメンタルヘルス支援

支援組織

救護班（DMAT、DPAT、医師会、日赤、
病院協会等）、JRAT、薬剤師班
DHEAT、保健師
災害支援ナース

救護班、JRAT、薬剤師班
DHEAT、保健師
DWAT
災害支援ナース

DHEAT、保健師
DWAT
災害支援ナース

地域・コミュニティ いのちを救う、守る 生活・暮らしをつなぐ 生活・暮らしをつなぐ、育てる

支援組織
行政（国、都道府県、市町村）
ボランティア（社協、生協、JVOAD等）
NPO、NGO（日赤、PWJ等）

行政（国、都道府県、市町村）
ボランティア（社協、生協、JVOAD等）
NPO、NGO（日赤、PWJ等）

行政（国、都道府県、市町村）
ボランティア（社協、生協、JVOAD等）
NPO、NGO（日赤、PWJ等）



1-3）人材・訓練・研修 今後の取組
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人材
 経験の蓄積、活用 「賽の河原」にしない
 先遣隊の検討  経験者で構成、組織横断的
 民間の登用  アセスメント・運営

訓練
 国・自治体訓練

 生活・暮らし支援の訓練（超急性期だけでなく）
 地域・コミュニティを主体とする訓練

研修
 Ex.）情報ツール  標準化、運用周知

    習熟 → 評価・分析 → 対応



1-４）その他 避難所、避難生活
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2次
避難所

病院
介護施設

自宅 1次
避難所

1.5次
避難所

自宅

仮設
住宅

市町村⇔各避難所(県内外)⇔県(内・外)



1-４）その他 避難所、避難生活
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1-４）その他 避難所、避難生活

29家族・コミュニティ



1-４）その他 避難所、避難生活
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発災直後から温かい食事



発表内容
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1. 内閣府調査チーム
１）保健医療福祉調整本部と災害対策本部
２）情報ツール
３）人材・訓練・研修

2. 日本赤十字社
 １）日赤の災害救護活動
 ２）人材・研修
 ３）救護物資



被災地・被災者

本社      1
支部    47
病院    91
（災害拠点病院  66)
血液事業施設 228
社会福祉施設  28
総職員数     67,403人

奉仕団  2,860団
ボランティア人数    850,834人

赤十字ネットワーク

常備救護班   487班 5,231人
救護活動用車両 2,206台

（内救急車       145台
）
赤十字専用無線  3,130局
テント     4,163張
国内型緊急対応ユニット 17基国際赤十字委員会

国際赤十字・赤新月社連盟
各国赤十字・赤新月社 192社

国、地方自治体
NGO、企業
学術研究機関等

※令和5年３月末現在

保健機関
医療施設
福祉施設
ボランティア団体

日本赤十字社における災害対応への取組
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日本赤十字社における災害対応への取組

災害マネジメントサイクル全般への関わり

応

急

対

応

被災者の苦痛を軽減する将来の災害に備える

防
災
･
減
災

発災

災
害
対
応
能
力
の
向
上

復旧・復興

発災前
１．救護体制の発令
２．赤十字防災セミナー

１．赤十字防災セミナー
２．青少年防災教育プログラム
３．救急法等の各講習

１．医療救護班の派遣
２．こころのケア活動
３．救援物資の配分

etc

１．ボランティア活動
２．生活再建支援
３．福祉サービス
４．教育支援
５．医療支援 etc

１．救護班等の研修
２．関係団体との訓練
３．救護資機材の整備
４．防災業務計画の作成



【令和５年度に実施した主な研修・訓練】 育成体系の見直し

日赤災害医療コーディネート研修会全国赤十字救護班研修会

原子力災害対応基礎研修会こころのケア指導者養成研修会 赤十字防災ボランティアリーダー養成研修会

日本赤十字社における災害対応への取組
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令和６年能登半島地震における日本赤十字社の活動状況

35※日赤災害医療コーディネートチーム：災害時に救護班等の活動調整を行う

©Atsushi Shibuya / JRCS

救援物資の配布

職員派遣

日赤救護班※DMATを除く

延べ290班を派遣

日赤災害医療

コーディネートチーム※

延べ120ﾁｰﾑを派遣

看護師派遣

128人を派遣

※厚生労働省からの要請

毛布 16,005枚

安眠セット 5,230セット

緊急セット 2,224セット

その他
簡易トイレ 弾性ストッキング 等

ボランティアの活動

こころのケア班（調整班除く）

延べ44班を派遣

赤十字ボランティア

延べ1,709人が活動

災害義援金

◎送金額 41,385,257,708 円（令和６年７月10日集計時点）

保健衛生支援

救援物資の
配布

医療救護 赤十字
ボランティア

義援金の
受付

こころのケア

被災地医療機関
への看護師派遣

給水衛生事業
(ERU資器材)

・日赤災害医療コーディネートチーム
・医療救護班

主な活動内容

※令和６年５月３日集計時点

【各被災県義援金配分委員会への累計送金額】
石川県： 37,688,835,965円 富山県： 1,938,217,407円
新潟県： 1,726,147,030円 福井県： 32,057,306円

毛布

緊急セット

安眠セット

簡易トイレ

【参考：救援物資の内容物】
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日赤災害医療
コーディネートチーム 医療救護班 こころのケア班

令和６年能登半島地震における日本赤十字社の活動状況



37

内閣府調査チーム 給水衛生支援事業調整チーム

令和６年能登半島地震における日本赤十字社の活動状況

救援物資の配布

赤十字ボランティア

被災地医療機関への
看護師派遣 救護班の生活拠点



課題 いのち、生活、尊厳
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医療

保健

生活

福祉

避難 復旧・復興

救出・救命
病院避難

避難行動要支援

病院支援・避難所評価、設置
環境整備・巡回診療・こころのケア

健康管理・衛生管理・栄養管理・保健所支援
感染症対策・母子保健・生活不活発対策

福祉避難所・要配慮者支援

避難生活支援・避難所運営支援・被災家屋対応・義援金
物資支援・衣食住・コミュニティ支援・生活/生業支援

平時業務の支援

平時業務の支援

平時業務の支援

平時業務の支援

発災



課題 いのち、生活、尊厳
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医療

保健

生活

福祉

避難 復旧・復興

救出・救命
病院避難

避難行動要支援

病院支援・避難所評価、設置
環境整備・巡回診療・こころのケア

健康管理・衛生管理・栄養管理・保健所支援
感染症対策・母子保健・生活不活発対策

福祉避難所・要配慮者支援

避難生活支援・避難所運営支援・被災家屋対応・義援金
物資支援・衣食住・コミュニティ支援・生活/生業支援

平時業務の支援

平時業務の支援

平時業務の支援

平時業務の支援

発災

尊厳ある
生活・暮らしをつなぐ

いのちを
救い、守る
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場づくり 人づくり

役割づくり

ソーシャルキャピタル
避難所、避難生活

被災者
避難所外避難者

被災者自身が私事とする
自己実現：主体化する
社会貢献：覚悟する

コミュニティ
コミュニティ・ヘルス

災害時のコミュニティ・ヘルス

支援： 場所(避難所) から 人(被災者) へ
官民連携による被災者支援の実施

これからの被災者支援
今後の取組
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今後の取組

平時における共同体の仕組み：地域包括ケア、地域共生

災害対応として医療、介護施設はBCPを作成している

行政、保健所、ボランティア等のBCPを合体すると「地域」「共同体」のBCP
地域共創



日本赤十字社 今後の取組
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１）日赤の災害救護活動
  活動内容を再検討し、内外に周知する
   災害時医療＋尊厳ある生活・暮らし支援
  システム、運用を構築
   派遣・状況分析・評価・フィードバック等
   

２）人材・研修
  活動内容に沿った人材育成、活用
    地域・コミュニティを包括 私事とする
  他組織との協働・連携
３）救護物資
  備蓄救護物資の再検討
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